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副目的

款 項 目 大 中

目的

（対象をどの様な

状態にするのか）

市民が安心して生活でき、また沿線住民の利便の向上をめざし、道路環境の改善を図る。

内容

（手段）

◆２５年度実施内容

・生活環境に配慮して、地元要望に基づき道路排水機能が不良な道路に側溝を新設する。

・工事の設計、積算及び施工管理に関する事務

◆２５年度直接経費の内訳

【委託業務内容】

　設計、測量等の委託（委託料：6,835千円）

【工事の内容】

　道路側溝新設改良事業L=774m(工事契約額：41,831千円）
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　道路側溝新設改良事業L=774m(工事契約額：41,831千円）

◆２６年度直接経費の内訳

【委託業務内容】

　設計、測量等の委託（委託料：5,500千円）

【工事の内容】

　側溝新設改良事業(工事請負費：44,500千円）
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達成状況

生活道路として利用されているが道路排水機能が不良な道路において、地域住民が

安心な生活、安全な通行が可能となるよう、概ね目標延長どおりの道路整備を行っ

た。
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事業実施においては境界立会等が必要となりますが、その際に相手方の事業理解を

得ることが困難な場合に事業実施の遅れが懸念される。

地元要望件数に対し、整備が追いついてない状況にあるので、工事のコスト縮減を図

るとともに、事業の拡大を検討していく必要がある。
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地元区との調整を密に図ることで、事業を円滑に遂行する。
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の改善案

地元要望件数に対し、事業実施が追いついていない状況にあるため、道路構造基準

を逸脱しない範囲で使用側溝蓋(ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ)の規格を使用場所や利用状況に応じて見

直すなどのコスト縮減を図り、より多くの地元要望に応えることとする。
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るとともに、事業の拡大を検討していく必要がある。

地元要望(区長申請等)に順次対応していること、また生活道路の安全走行の確保が

図られていることから現状維持と判断した。

判定理由

生活道路として利用されている道路において、道路排水が適切に処理され、安全に

通行できることを目的として当該事業を実施している。廃止すれば、道路環境の悪化

につながることとなる。

事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの

（対象や手段を見直す場合も含む）

２６年度における

事業の改善・見

直し内容（新規追

加事項、廃止・削

減事項等）


